
1　学校として目指す授業

2　児童の現状

3　児童の学力・学習状況等の課題

4　学校全体の授業改善の視点
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道徳

　道徳的価値につ

いて教材提示の工

夫をし、考えを

もったり話し合っ

たりする場を設定

する。

　道徳的価値につい

て導入と教材のつな

がりを意識した発問

をし、議論をして互

いの考えの違いに気

付かせる。

　道徳的価値につい

て自己の経験を基に

議論し、互いの考え

を受け止めたうえ

で、自分の考えや実

践意欲が持てるよう

に、発問を工夫す

る。

・題意を正確に把握するための、読む力（正しく読み取る力）を付けていくことが必要不可欠である。

・学習した内容についての定着を図るために、定期的に復習することが必要である。

・家庭学習の習慣化が必要である。家庭の協力が得られにくい児童についても習慣化させるために、GIGA端末の活用を推進していく。

　基礎基本の定着をベースに、指導のねらいが明確で児童にとって見通しがもてる、意図的・計画的な授業を展開する。

　日記や感想な

ど文章を書く機

会を日常的に設

定したり、話し

合い活動を充実

させたりする。

　小グループ

で、ともに調べ

たり、教えあっ

たりする学習を

意図的に設定す

る。

　問題文を数直

線図などに表す

などして、問題

の意味理解を深

める活動を充実

させる。

　観察の視点に

ついて具体的な

指導を行う。実

験を通し、思考

力の向上を図

る。

　活動内容やめあ

てを板書して授業

の最初に説明し、

児童が見通しを

もって授業に参加

できるようにす

る。

　活動内容やめあ

てを板書して授業

の最初に説明し、

児童が見通しを

もって授業に参加

できるようにす

る。

　活動時間を確保

しながら、学習

カードなどでめあ

てに基づいて振り

返りを行う。

　ALTと連携

し、発音練習を

多く取り入れる

等、英語表現に

慣れる活動を充

実させる。

　ねらいにそった

有効的な学習活動

を考える。また、

グループ活動を取

り入れ、主体的・

協働的に学ぶ姿勢

を育む。

　ねらいにそった

有効的な学習活動

を考える。また、

グループ活動を取

り入れ、主体的・

協働的に学ぶ姿勢

を育む。

　動画等を活用

し、活動を視覚

的に捉えやすく

することで安心

して活動できる

ようにする。

　児童一人一人

が楽しみなが

ら、技能を身に

つけることがで

きるような場を

設定する。

　目的や必要に応

じて読むことで主

体的な学習につな

げる。国語辞典を

日常的に使い語彙

を増やす。

　自分の考えや

疑問をペアで伝

え合うことがで

きるようにす

る。

　問題文に線を

引かせたり図を

かかせたりする

ことで、問題の

場面を想起でき

るようにする。

　観察の視点に

ついて具体的な

指導を行う。比

較をさせ、思考

力の向上を図

る。

　歌詞の意味を

知ったり、曲調に

合わせて体を動か

したりリズムを

とったりして、活

動の理解につなげ

る。

　見通しをもって取

り組めるように、毎

時間黒板に手順やめ

あて等板書し、完成

品を見せたり、手順

を確認して一緒に作

業したりする。

　各種の運動の

特性に触れるこ

とのできる感覚

づくりの運動を

音楽に合わせて

行う。

　言葉の動作化や

言い換え等を通し

て、理解を深め

る。順序のマーク

やサイドライン等

を活用する。

　問題の場面と

半具体物とを通

して、理解して

から立式につな

げられるよう支

援する。

　自分の生活の中

で感じたことや気

づいたことについ

て、絵や文、動作

などの表現を通し

て実感を伴った理

解につなげる。

5　各教科における授業改善の方策

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語

（３）　その他の資料を活用した分析

　東京都統一体力テストでは、本校は持久力に特に課題がある。児童が楽しく活動しながら持久力をはじめとする体力を向上できるよう、体育科では鬼あそびを授業の導入で取り入れたり、休み時間にも取り組

める活動をしたりするなどして楽しく持久力を向上できる授業を目指す。

活用した資料名及び分析結果

清瀬市立清瀬第八小学校令和６年度　授業改善推進プラン　

ねらいの明確な授業　　見通しのもてる授業　　意欲的・主体的に学ぶ授業

（１）「全国学力・学習状況調査」の分析（６年生）

　国語では、「言語文化」「読むこと」の

領域が全国平均正答率を10%以上下回って

いる。算数では「数と計算」「変化と関

係」の領域が全国平均正答率を10%以上下

回っている。ほかの領域は全国平均正答率

とほぼ同様である。問題文から、適切な回

答を選択することが苦手である。

学力・学習状況調査の分析 生活習慣や学習習慣に関する質問紙調査の分析

（２）清瀬市「学びに向かう力等に関する意識調査」の分析（４〜６年生） （３）　清瀬市「学力調査」の分析（５年生）

　国語、算数ともに、市の平均程度の結果となっている。領域ごと

に分析すると、算数では「変化と関係」「データの活用」、国語で

は「話すこと・聞くこと」のスコアが市の平均よりも下回った。算

数では、朝学習の時間等で上記分野ついての復習を重点的に行って

いく。国語では、授業の中で言語活動を意識的に増やしていく。

④友達や先生と学習することが楽しいと感じている児童は8割以上で、学習に対する意欲の高さがうかがえ

る。その反面、「学習していて分からない言葉があればすぐに調べようとしている」という問いに対して肯

定的な回答をした児童は６割にとどまった。わからない言葉をすぐに調べることができる環境を整えてい

く。

⑤教科問わず、学びに対する意慾は高く、授業が楽しいと感じている児童が９割以上だった。しかし「自分

で計画を立てて学習している」という問いに肯定的な回答をした児童は７割程度であったため、問題解決学

習の時間を意識的に増やしていく。

⑥学びに対する意慾は高く、学校の授業を楽しいと感じている児童が９割程である。学ぶ理由として、人と

比べたり大人から評価されたりすることよりも、「将来の仕事や生活に役立つから」と自分自身のためと捉

えている児童が多く見られたので、その思がより高まる声かけや授業展開を工夫していく。

　家庭に本が少なかったり、新聞を購読していな

かったりと、児童を取り巻く言語環境は決して良

好ではない。そんな中でも将来に夢や目標をもつ

児童が全国を１０％以上上回る７０％いる。また

学習の大切についても全国平均を上回る国語約７

０％、算数約８０％の児童が分かっている。これ

らの意欲を学力につなげるためにもＧＩＧＡ端末

等も最大限に活用していくことが肝要である。

【授業改善推進プランの活用法】

①「１ 学校として目指す授業」を設定する。

※学校経営方針との関連を確認すること。

②「１ 学校として目指す授業」に関する各種調査の特徴的な課題を「２ 児童

の現状」にまとめる。

③「２ 児童の現状」を基に，学校全体の課題を焦点化して，「３ 児童の学

力・学習状況等の課題」にまとめる。

④「３ 児童の学力・学習状況等の課題」を基に，「４ 学校全体の授業改善の

視点」を設定する。

⑤「４ 学校全体の授業改善の視点」を基に、「５ 各教科における授業改善の

方策」を設定する。 → 教育指導課へ提出する。

⑥12月末に実施状況を評価し、３学期以降の指導に生かす。

評価 ◎…実施した。 〇…一部実施した。 △…未実施


